
ソ フ  ト :オざ――ル σ)ル ーール

1-1｀ 競技場の規格

(1)塁 間は12m(体 育館内) ～ 14m(グ ラウン ドの場合)

(2)投手板は、ホームプレー トか ら8.00mの 距離で、その中心か ら半径 1.5mの
ピッチャーズサークルを描 く。 (テ ィーボール形式の場合は不必要 )

(3)一塁ベースは「 ダブルベース」を使用す る。

※:「ダブルベース」とは、危険防止の
F字汁撃暑総瓦モ2量こ高氷彎楚署ふ品ま::個 オ レンジ色ベースを置いたもので、

:な ければならないベースを言 う。 (一塁を走 り抜けるような内野の打球の時。 :
:長打のときは本来の、内側にある白いベースを踏めばよい。)       :

(4)二塁ベースは、本塁ベースの端か ら17mの 所に置 く。

(5)本塁ベースの後方約 lmの所にバ ッティングティーを置 く。 (ミ ニソフ トボール方

式の試合の場合は不要 )

(6)打者席は、たて1.20m× よこ1.00mの長方形を描 く。

(7)捕手席は、本塁の端か ら後方 3mの 地点を中心に、半径 lmの 円を描 く (館内略)

2-1 チーム編成

11名以上で競技する。 (男 女混合、 10名以下でも競技できる)守備者は、投手

捕手・ 一塁手・ 二塁手・ 三塁手・ 右遊撃手・ 左遊撃手及び外野手 4名 を標準 とする。

2-2 守備位置

捕手以外のプレイヤーは、フェア地域のどこを守 ってもよい。

3-1用 具

(1)プ レイヤーは、試合・ 練習を問わず、運動靴を使用 しなければならない。

(2)ボ ールは、柔 らかいボールを使用する。

(3)グ ラブやヘルメッ トを使用 してもよい。

(4)バ ッ トはプラスティック製等の安全な物を使用する。

①グリップの部分は、滑 らないようにゴム製 とする。

②グリップエ ン ドには滑 らないように大きめのゴムを挿入する。

(5)『 ティー』 とは、打撃のためのボールを乗せる支柱をいう。

ルール 4、 ゲームの仕方

以下は、一応の基準を定めたものであり、グラウン ドや体育館の大 きさに応 じて、適宜

決めればよい。

4-1試 合

(1)試合は 5回 までとす る。ただ し、 3回 まで終了 していれば試合は成立。

試合時間は 30～ 40分程度 とする。 (こ の大会では30分 とする)

(2)1イ ニングで 3人がアウ トになると攻守を交代する。 (こ の試合では、チームの全

暴                贅書
交代 とする0特別ルール)た とえ攻撃の途中

ピー ドアップのため)

(3)す べての選手は、少なくとも2イ エ ングは守備を しなければならない。

4-2打 撃

(1)打者は、打者席の中で打撃を しなければならない。打者席の外で打つ とアウ ト。

(2)打者は、あ らか じめ決められた打撃順に打撃を しなければな らない。打順間違

いはアウ ト。
(こ の大会では、ゼ ッケン番号①②③ 00①の順番に打撃するものとする。 )
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